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《学校だより》～「朝食・家庭学習・読書」の習慣を育てましょう～

《重点教育目標》おだやかさを土台とした、ひとりだちする子の育成～自律の力を育む～

 

「ＳＮＳ、大丈夫ですか？」与える大人の責任を考える
学校長 水 口 正 紀

師走を目の前にして、寒さも一段と厳しくなって本格的な冬を迎えます。私たち大人にとっ

ては、ちょっと気の重くなる季節になりました。子どもたちはというと、寒さに負けず元

気いっぱいに過ごしています。

本日より、保護者会が始まります。人数制限のある中での参観となりますが、子どもたち

の普段の学習の様子を是非ご覧下さい。また、参観後には学級懇談会もありますので、多数

のご参加をいただければと思っています。

コロナ禍により、GIGAスクール構想が加速され、学校では日常的にクロームブックを使

うようになりました。子どもたちには、丁寧に使うことやネットに繋げるときの約束など、

クロームブックの扱い方について日常的に指導しております。また、ネット検索などで不適

切な検索がされた場合には、教育委員会からすぐに連絡が入るような仕組みとなっており、

本校でも何度か指導を行っております。学校・教育委員会では、「与える大人の責任」とし

て、子どもたちが正しく安全に使っていけるような仕組みづくりと指導に努めているとこ

ろです。

各ご家庭でも、スマートフォンや通信機能付のゲーム機などを

日常的に使っている子が増えてきていると思います。お子さんの

「ＳＮＳの使い方は、大丈夫でしょうか？」与えっぱなしになら

ないように、是非「与える大人の責任」についてご確認をお願いします。

近年、ＳＮＳに起因する事犯の被害児童は急増しています。また、ネットいじめでは、被

害者になるだけではなく、軽はずみな気持ちでやったことが簡単に加害者になってしまう

場合もあります。ＳＮＳは仲間うちの小さなコミュニティのように見えて、実は世界に向け

て開かれています。子どもたちは、そのことを実感としてとらえにくいのです。また、「特

定の人しか見ていないだろう」「自分とはわからないだろう」という安心感があると、書き

込み内容に配慮がなくなってしまうこともあります。

・誹謗中傷（死ね、キモいなど・・・書いている子はいないでしょうか？）

・勝手に友だちの写真や動画をネット上に投稿する

これらは、全て法に触れる可能性のある行為です。子どもたちを被害者にも加害者にもし

ないためにも、小学生は親の監視下で適切な使い方を学ぶ必要があります。保護者の皆様に

は、お子さんが利用しているＳＮＳを把握して危険な兆候がないかをいつも見守っていた

だきたいと思います。そして、お子さんにスマホを使わせる（持たせる）ときには、危険を

知らせ、使い方についての約束をしっかりとしていただきたいと思います。

周りの大人たちみんなが、「自分たちを見守っているんだ。」という状況をつくることが、

軽はずみな行為に対する抑止力となり、子どもたちを守ることに繋がります。

学校とご家庭で協働して進めていきましょう。宜しくお願い致します。



施設見学

１１月４日（金）、

２２日（火）に３年

生の施設見学を実施

しました。４日は「小

樽市総合博物館運河館」、２２日は「かま栄」と「田中酒造」の見学に行きました。事前に質

問を考え、しっかり説明を聞き、実際に見てとてもよい学びの機会となりました。

卒業記念硝子製作体験

１１月１４日（月）・１５日（火）の２日間、

６年生が卒業記念硝子製作体験を実施しまし

た。この体験は、平成24年度から小樽の地場

産品である工芸硝子に親しみ、硝子をよく知

ってもらうことを目的に実施されています。

「創造硝子工房studio-45」「浅原硝子製造所」

「硝子工房NAKAMORI」「硝子工房nico」の４つの工房にわかれ、自分でデザインを決め、

工房の方のお手伝いをいただきながら、思い出に残る「マイコップ」を製作しました。

ご協力お願いします

○ １０月から午後５時には家に帰ることになっておりますが、最近は日が暮れるのも早くな
ってきました。子どもたちの安全のためにも暗くなる前に帰宅するよう学校でも指導してい
きます。ご家庭でもひと声かけてください。

○ 最近になって寒さが一層増してきました。登下校時も薄着でいる児童も見られます。校内
は、暖房は入っているものの換気のため窓を開けているので、寒いこともあります。脱ぎ着
できる服装で登校することをお勧めします。

いじめ防止強調月間

１１月～１２月は「いじめ防止強調月間」です。教育委員会や学校で、いじめ防止に向けた

様々な取組を行います。今年度のテーマは「寄り添おう 気持ちから行動へ」です。家庭や地

域におきましても、子どもたちに目を配り、声をかけるなどご協力をお願いします。気になる

ことがございましたら、いつでも学校にご相談ください。

【教育委員会の取組】

・ キャンペーンに関わるチラシ、資料の配付

・ 教職員・保護者・関係機関を対象とした各種研修会の実施 など

【学校での取組】

・ いじめアンケートの実施 ・ スクールカウンセラーとの連携

・ 人権教室（１・２年生） ・ いじめ問題に関する職員研修

・ 児童会いじめ防止サミット ・ 全校朝会でのお話


